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育場面」(第 1 部)と「家庭場面」(第 2 部)とし、 前言語期のコミュニケーション行動の発達について
縦断的観察を通して検討した。構成は、序章、第１部(第 1 章、第 2 章)、第 2 部(第 3 章、第 4 章)、
終章からなる。 
 
序章: 前言語期のコミュニケーションの研究の概観、 問題点と課題、本研究の目的 
第 1部:「保育場面」における縦断的研究 
第 1章: 1 歳児の指さし行動の様相 ―「子ども同士の指さし行動」と「保育士への指さし行動」― 
第 2章: 0 歳児の指さし行動の様相―「一人指さし行動」から「伝達的指さし行動」へ― 
第 2部:「家庭場面」における縦断的研究 
 第 3章: 2 組の母子における前言語期の縦断的研究 
―母親の注意を喚起する子どもの視線に焦点をあてて― 
第 4章:「目さし」の内容と個人差 ―6組の母子の「目さし期」における相互作用から― 
終章: 本論文の総括と意義、今後の課題   
  
第 1部 第 1章では、保育場面における 1歳児の 4名の対象児(男児 1名、女児 3 名：開始時最年少
1 歳 7か月～終了時最年長 2 歳 6か月)の指さし行動について分析した。対象児の指さし行動は、その
質の違いから 8カテゴリ  ー (a.注意喚起、b.場所・方向、c. 命名、d. 要求、e. 質問、f. 説明、g. 模
倣、h. その他) に分類することが可能であった。ここでは、子どもの言語発達と共に指さし行動がな
くなるのではないこと、「子ども同士の指さし行動」が「保育士への指さし行動」よりも多いことがわ







第 1部 第 2章では、 0 歳児の指さし行動に注目をした。対象児は 0歳代の 9名(男児 5名、女児 4
名：開始時最年少 9 か月～終了時最年長 2 歳 1 か月)である。指さし行動には、コミュニケーション
機能が付随していることが特徴だが、対象児の行う指さし行動には「自分自身のために行う」ような
「ひとりごと」のような指さし行動がみられ、 そのような指さし行動を第 2 章では「一人指さし行








第 2部 第 3章では、 指さし行動を行う前の子どものコミュニケーション行動に注目することを目
的とした。家庭場面での縦断的研究を乳児期初期からおこない、特に子どもの「視線」に注目をした。
母親の注意を喚起する子どもの視線を「目さし」と定義し、前言語期における子どもの発達に伴う「目









第 2 部 第 4 章では、 第 3 章の縦断的観察で明らかとなった「目さし」について、 更に対象を増
やし(第 3章の 2名を含む、 計 6組)、その個人差や質的な違いについて検討した。乳児期初期におい


































第 1 部 保育場面における縦断的研究 
第 1 章  1歳児の指さし行動の様相  
―「子ども同士の指さし行動」と「保育士への指さし行動」― 
第２章  0 歳児の指さし行動の様相 
―「一人指さし行動」から「伝達的指さし行動」へ― 
第２部 家庭場面における縦断的研究 
 第３章  2組の母子における前言語期の縦断的研究 
―母親の注意を喚起する子どもの視線に焦点をあてて― 






第 1 部 第 1章では、保育園において、4名の 1 歳児(男児 1 名、女児 3名：開始時最年少 1歳
7 か月～終了時最年長 2 歳 6 か月)の指さし行動について観察した。6 ヶ月に亘り 55 日間フィー
ルドに通い、その内 4 名全員が出席であった 42 日分（1 日平均約 3 時間半）を分析対象として
いる。機器類は使用せず、参与観察によるフィールドノートの記録を分析した。対象児の指さし
行動は、その質の違いから 8 カテゴリー (a.注意喚起、b.場所・方向、c. 命名、d. 要求、e.質問、







第 1 部 第 2 章では、第 1 章とは異なる保育園において、0 歳児の指さし行動に注目して観察
を行った。対象児は 9名(男児 5 名、女児 4名：開始時最年少 9か月～終了時最年長 2歳 1 か月)
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度が多くなることがわかった。また、「一人指さし行動」を質の違いから 4 カテゴリー(ア.状態、


















第 2 部 第 4 章では、第 3 章の縦断的観察で明らかとなった「目さし」について、更に対象を
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第 2 部の家庭における観察からは、「目さし」という先行研究ではほとんど触れられてこなか
った視点を呈示することができた。現在では視覚の発達は胎児期からすでに始まっていることは
周知のことであり、胎児・新生児の視覚に関する研究は数限りなく行なわれてきている。しかし
ながら発達初期の視覚を用いたコミュニケーションの研究は見当たらない。人間は目覚めていれ
ば何か（どこか）には視線を向けている。本論で取り上げた「目さし」は、「指さし行動」とは
異なり、乳児のまわりにいる他者も無意識に行っているものではないかと思われるが、乳児の視
線の先に対して他者が反応するという行為に着目し、その意味を発達的視点から考察した意味は
大きいと考える。 
 
一連の研究を通して、乳児のコミュニケーション行動の基礎となるものが、「指さし行動」以
前にある可能性を探り当てたこと、また「指さし行動」に関しても、その機能の多様性を示した
ことは、今後の発達研究に新たな展開を及ぼすものと期待できる。 
以上により審査委員会は、本論文が保育園と家庭という異なるフィールドにおいて長期間に亘
る縦断的観察を行い、前言語期のコミュニケーション行動の発達に関して新しい知見を呈示・考
察し得たという点を高く評価し、博士（学術）の授与に値すると判断した。 
 
 
